
――― 1819 ――― 気象災害の最近の特徴とこれから

気候変動による水害への備え特
集

　

近
年
頻
発
す
る
激
甚
気
象
災
害

　

最
近
、
毎
年
の
よ
う
に
、
社
会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
台
風
や
豪
雨

に
よ
る
気
象
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
数
年
前
の
こ
と
で
す
ら
、
記
憶
が
薄
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
。
人
び
と
に
災
害
の
経
験
や
教
訓
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
災
害
防
止

に
大
事
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
気
象
庁
は
、
顕
著
な
自
然
災
害
を
引

き
起
こ
し
た
事
象
に
固
有
名
詞
を
付
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
地
震
災
害

で
は
二
〇
一
一
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
は
「
平
成
二
三
年
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
」、風
水
害
で
は
一
九
五
九
年
台
風
一
五
号
に
よ
る
高
潮
洪
水

災
害
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
で
あ
る
。

　

で
は
、
最
近
五
年
に
限
っ
て
言
え
ば
、
固
有
名
詞
が
付
け
ら
れ
た
風
水

害
事
象
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
具
体
的
に
あ
げ
る
と
、

気
候
変
動
に
よ
る
水
害
へ
の
備
え

気
象
災
害
の
最
近
の
特
徴
と
こ
れ
か
ら

気
候
変
動
に
よ
っ
て
頻
発
す
る
災
害
が
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

産
業
革
命
以
降
の
平
均
気
温
の
上
昇
を
一
・
五
度
未
満
に
抑
え
る
こ
と
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、

さ
ら
に
激
し
さ
を
増
す
と
考
え
ら
れ
る
気
象
災
害
は
今
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
。

京
都
大
学
防
災
研
究
所
教
授

竹
見
哲
也

た
け
み
・
て
つ
や

京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
、
博
士
（
理
学
）。
大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
助
手
、
東
京
工
業
大
学
講
師
、
京
都
大
学
防
災
研
究
所
准
教
授
を
経
て
、
現
職
。
専
門
分
野
は
気
象

学
、
と
く
に
豪
雨
・
台
風
・
暴
風
な
ど
極
端
現
象
の
解
析
と
気
象
災
害
リ
ス
ク
評
価
、
気
候
変
動
影
響

評
価
、
大
気
乱
流
・
拡
散
お
よ
び
大
気
環
境
の
解
析
。
日
本
気
象
学
会
英
文
誌
『
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
』
編
集
委

員
長
。
著
書
に
、『
日
本
気
候
百
科
』『
災
害
対
策
全
書
』『
自
然
災
害
科
学
・
防
災
の
百
科
事
典
』（
い

ず
れ
も
分
担
執
筆
）
な
ど
。

言
え
ば
、
損
害
保
険
支
払
額
と
い
う
の
が
一
つ
の
指
標
に
な
る
。
日
本
損

害
保
険
協
会
は
毎
年
、
国
内
に
お
け
る
風
水
害
に
よ
る
保
険
金
支
払
額
の

統
計
情
報
を
出
し
て
い
る
が
、
二
〇
二
一
年
三
月
に
発
表
さ
れ
た
資
料＊
２

に

よ
る
と
、
二
〇
一
八
年
台
風
二
一
号
に
よ
る
暴
風
・
高
潮
等
の
災
害
が
一

兆
円
を
超
え
る
支
払
額
を
要
し
て
お
り
、
他
の
事
象
を
圧
倒
し
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
例
を
あ
げ
る
だ
け
で
も
、
激
甚
気
象
災
害
が
最
近
い
か
に

多
発
し
て
い
る
か
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
防
災
で
最
も
大
切
な
の
は
、
人

命
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。
激
甚
災
害
が
仮
に
発
生
し
た
と
し
て
も
、
犠
牲

者
を
出
さ
な
い
よ
う
に
注
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
図
１
は
、『
令
和

三
年
版
防
災
白
書
』
の
統
計
資
料
か
ら
、
風
水
害
と
雪
害
そ
れ
ぞ
れ
に
よ

る
犠
牲
者
の
数
、
そ
し
て
両
者
を
合
わ
せ
た
も
の
を
気
象
災
害
と
し
て
数

え
た
合
計
の
数
を
、
デ
ー
タ
の
あ
る
一
九
九
三
年
以
降
で
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
間
、
台
風
や
豪
雨
、
さ
ら
に
は
地
震
に
よ
る
自
然
災
害
が
発

生
し
、
そ
の
都
度
、
防
災
情
報
の
精
緻
化
や
避
難
・
防
災
対
応
の
改
善
が

な
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
図
１
を
見
る
と
、
気
象
災
害
に
よ
る

犠
牲
者
の
数
が
減
っ
て
い
な
い
こ
と
が
お
分
か
り
だ
と
思
う
。
気
象
情
報

二
〇
一
七
年
の
「
平
成
二
九
年
七
月
九
州
北
部
豪
雨
」、
二
〇
一
八
年
の

「
平
成
三
〇
年
七
月
豪
雨
」（
い
わ
ゆ
る
西
日
本
豪
雨
）、
二
〇
一
九
年
の

「
令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
」（
台
風
一
五
号
）
と
「
令
和
元
年
東
日
本
台

風
」（
台
風
一
九
号
）、
二
〇
二
〇
年
の
「
令
和
二
年
七
月
豪
雨
」
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
人
び
と
の
記
憶
に
残
る
ほ
ど
の
、
人
的
・
物
的
被
害
が
大
き

か
っ
た
気
象
災
害
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
固
有
名
詞
と
し
て
な
っ
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
顕

著
な
災
害
を
引
き
起
こ
し
た
事
象
は
多
数
生
じ
て
い
る
。
内
閣
府
資
料＊
１

に

よ
れ
ば
、
激
甚
災
害
の
適
用
事
象
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
記
載

の
あ
る
最
近
五
年
間
の
風
水
害
は
一
三
事
例
を
数
え
る
。
こ
れ
ら
の
事
例

で
は
、
連
続
し
て
生
じ
た
複
数
の
豪
雨
や
台
風
が
一
括
し
て
指
定
さ
れ
て

い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
気
象
現
象
に
着
目
す
る
と
発
生
頻

度
と
し
て
は
も
う
少
し
高
く
な
る
。
ま
た
、
経
済
的
な
被
害
と
い
う
点
で

や
防
災
情
報
が
絶
え

ず
改
善
さ
れ
、
情
報

が
年
々
精
緻
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
事
実

で
あ
る
が
、
そ
れ
ら

の
改
善
を
打
ち
消
し

て
し
ま
う
ほ
ど
、
あ

る
い
は
そ
れ
を
上
回

る
ほ
ど
に
激
甚
な
気

象
現
象
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

こ
こ
に
は
も
ち
ろ
ん
、

危
険
情
報
の
伝
達
や

避
難
行
動
と
い
っ
た

対
応
の
仕
方
に
も
問

題
は
あ
り
、
こ
の
点

に
つ
い
て
の
詳
細
な

検
討
は
大
事
で
あ
ろ

う
。
と
は
言
い
つ
つ

も
、
近
年
発
生
し
た

激
甚
な
気
象
災
害
の

事
例
か
ら
、
自
然
現

図１●気象災害（風水害、雪害）による死者・行方不明者数

資料：令和三年防災白書＊１データから作図
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